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１．2025年12月期第２四半期（中間期）連結業績予想数値の修正（2025年１月１日～2025年６月30日）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に
帰属する
中間純利益

１株当たり
中間純利益

百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

7,000 400 420 350 33.88

今回修正予想（Ｂ） 6,343 △80 △38 △121 △11.75

増 減 額（Ｂ－Ａ） △656 △480 △458 △471 －

増 減 率（　％　） △9.4 － － － －

（ご参考）前期第２四半期実績

2024年12月期第２四半期(中間期）

２. 業績予想修正の理由

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に
帰属する
当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

13,800 600 650 550 53.24

※ 2024年12月期第２四半期(中間期）の親会社株主に帰属する中間純利益には旧本社ビルの売却に伴う
   特別利益1,851百万円を含んでおります。

△457 884 83.12

2025年7月23日

株 式 会 社 小 野 測 器

2025年12月期第２四半期（中間期）連結業績予想の修正に関するお知らせ

記

　最近の業績動向等を踏まえ、2025年１月30日に公表した2025年12月期第２四半期（中間期）連結業績予想に
ついて、下記のとおり修正いたしましたので、お知らせいたします。なお、通期業績予想については変更はご
ざいません。

　　　（TEL．045-514-2601）

（コード番号6858 東証スタンダード）

前回発表予想（Ａ）

5,084 △478

　当中間連結累計期間におきましては、雇用や所得環境の改善により、個人消費は徐々に回復し経済活動は緩
やかに成長が続いていくと予測される一方、エネルギー価格及び原材料価格の高止まりや物価の上昇、不安定
な為替相場など、引き続き先行き不透明な状況が継続しております。また、米国の新たな関税政策により、日
本経済をはじめ世界経済の不確実性が高まっております。
　このような事業環境のなか、上期において売上予定であった案件が下期へ先送りとなったことや、原材料価
格や外注費の上昇、拡販活動の活発化によりコストが増加したこと等により、売上高、利益ともに下方修正い
たします。
　昨年より特注試験装置を中心として受注が好調であり、今期においても同様の傾向が続いており、受注残高
は高水準を維持しております。通期業績につきましては、このように当連結会計年度の売上原資となる受注残
が確保できていることから、売上高、利益ともに上期の減少分を補い期首の予想を十分達成できるものと現時
点で判断し、2025年１月30日に公表しました連結業績予想値を据え置くこととしました。米国による関税政策
の影響については、直接的な影響は軽微なものと考えておりますが、当社の顧客の設備投資動向などに今後影
響が生じる可能性があり、その際は間接的に当社へ影響が及ぶことが想定されます。
　今後につきましては、事業環境の変化を注視しながら、新規受注の獲得、販売強化、業務の効率化、コスト
ダウンを推進し、通期業績予想の達成に注力してまいります。

（ご参考）
2025年12月期連結業績予想

（注）上記の予想につきましては、現時点において入手可能な情報及び合理的であると判断する一定
　　　の前提に基づいており、実際の業績等は今後様々な要因により予想数値と大きく異なる可能
　　　性があります。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上


